
連　　　合　　　新　　　潟

日本労働組合総連合会
新 潟 県 連 合 会

〒950-8558 新潟市中央区新光町6-2
ＴＥＬ0 2 5（2 8 1）7 5 5 5
ＦＡＸ0 2 5（2 8 1）7 5 5 6
発行人　小　林　俊　夫
題　字　宮　崎　風　穂

定　価　　１部５円

第401号� 2024.７.15「
私
に
と
っ
て
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」

と
議
事
に
臨
ん
だ
、
議
長
の
電
機

連
合 

村
山
隼
人
地
方
委
員

新潟地協丸山議長（中央）から中原
新潟市長（左）へ要請書を手交

謝辞を述べる牧野前会長

賃上げの流れを広く波及させて
いくために団結してガンバロー

YouTubeチャンネル
『連合新潟TV』

チャンネル登録も
お願いします！

連 合 新 潟
ホームページ

(1) 第401号 2024年７月15日（毎月１回15日発行）
平成２年２月19日
第三種郵便物認可（ ）

小林会長ブログ「徒然なるままに」発信中！ 詳しくは連合新潟ホームページまで！

７月の主な活動
 6日 青年委員会・女性委員会
   合同研修会

 18日 第9回四役会議

 22日 構成組織
   書記長・事務局長会議
  産別推進会議

 23日 第9回執行委員会

 31日 第3回政策委員会

連
合
新
潟

第
３
回
地
協
代
表
者
会
議
を
開
催

☆回答・妥結報告があった組合216組合（51,816名）。
☆集計可能な平均方式組合の結果は以下の通り。
☆「2024額・率」と「2023額・率」すべてのデータがないところは集計対象外。

定昇込み平均賃上げ方式【 回答・妥結集計 】

集計組合
2024 2023同時期 対　　　比

加重平均 単純平均 加重平均 単純平均 加重平均 単純平均
組合数 人員 金額 率 金額 率 金額 率 金額 率 金額 率 金額 率

計 123 30,910 12,203 4.40 8,982 3.56 9,078 3.35 6,818 2.75 3,126�1.05�2,164�0.81�

【一時金：回答・妥結集計】
　回答・妥結報告があった組合は、年間63組合（20,901名）、夏季のみ35
組合（6,498名）。額・月数とも集計可能な組合の結果は以下の通りです。
１．年間回答妥結集計結果
【額集計】

集計組合
2024 2023同時期 対　　　比

加重平均 単純平均 加重平均 単純平均 加重平均 単純平均
組合数 人員 金額 金額 金額 金額 金額 金額

計 37 13,069 1,268,233 1,254,226 1,247,222 1,224,057 21,012� 30,169�
【月数集計】

集計組合
2024 2023同時期 対　　　比

加重平均 単純平均 加重平均 単純平均 加重平均 単純平均
組合数 人員 金額 金額 金額 金額 金額 金額

計 51 18,279 4.19 4.25 4.22 4.21 -0.03� 0.04�

２．夏季のみ回答妥結集計結果��※夏季のみ回妥、年間回妥含む
【額集計】

集計組合
2024 2023同時期 対　　　比

加重平均 単純平均 加重平均 単純平均 加重平均 単純平均
組合数 人員 金額 金額 金額 金額 金額 金額

計 53 12,267 610,378 546,794 596,583 517,854 13,794� 28,940�
【月数集計】

集計組合
2024 2023同時期 対　　　比

加重平均 単純平均 加重平均 単純平均 加重平均 単純平均
組合数 人員 金額 金額 金額 金額 金額 金額

計 69 16,766 2.13 2.07 2.11 1.99 0.02� 0.08�

連合新潟　2024春季生活闘争
第７回集計結果（６月21日公表）

　

６
月
８
日
、
今
年
度
３
回
目

の
地
協
代
表
者
会
議
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

会
議
の
冒
頭
に
新
潟
県
退
職

者
連
合
か
ら
、「
組
織
拡
大
に

む
け
た
協
力
要
請
」
が
あ
り
ま

し
た
。
２
０
１
４
年
を
ピ
ー
ク

に
そ
の
後
、
会
員
数
は
減
少
し

て
お
り
、
昨
年
度
に
は
２
万
人

を
割
り
込
み
ま
し
た
。
新
潟
県

退
職
者
連
合
の
組
織
拡
大
も
重

要
な
取
り
組
み
で
す
。

　

代
表
者
会
議
で
は
、
第
74
回

連
合
新
潟
地
方
委
員
会
に
関
係

す
る
こ
と
や
、
連
合
新
潟
オ
ル

ガ
ナ
イ
ザ
ー
と
地
協
事
務
局
長
、

組
合
づ
く
り
相
談
員
が
連
携
し

て
行
っ
て
い
る
企
業
訪
問
な
ど

に
つ
い
て
情
報
共
有
し
、
議
論

し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
、
県
央
地
協
か
ら

三
条
市
中
小
企
業
振
興
基
本
条

例
制
定
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で

の
地
協
の
取
り
組
み
の
説
明
が

あ
り
、
６
月
議
会
で
条
例
案
が

提
案
さ
れ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
同
様
の
条
例
は
他
の

自
治
体
で
も
制
定
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
労
働
団
体
の
役
割
等
が

明
記
さ
れ
る
画
期
的
な
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

６
月
28
日
、
新
潟
地
協
が
２

０
２
４
年
度
に
お
け
る
最
低
賃

金
引
き
上
げ
に
む
け
た
取
り
組

み
の
一
環
と
し
て
、
新
潟
市

（
中
原
市
長
）
へ
要
請
行
動
を

行
い
、
連
合
新
潟
か
ら
小
林
会

長
、
遠
藤
副
事
務
局
長
が
同
行

し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
連
合
新
潟
地
協
丸
山

議
長
か
ら
中
原
市
長
へ
要
請
書

を
手
交
し
、
要
請
内
容
お
よ
び

新
潟
県
の
最
低
賃
金
の
現
状
と

課
題
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
理

解
を
求
め
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
意
見
交
換
で
は
、

新
潟
県
の
最
低
賃
金
が
都
市
部

や
近
隣
県
を
下
回
っ
て
い
る
こ

と
や
、
外
国
人
労
働
者
も
含
め

た
生
産
年
齢
人
口
の
県
外
流
失

が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
、
県
内
企

業
の
多
く
で
人
手
不
足
に
あ
る

現
状
や
、
２
０
２
４
春
季
生
活

闘
争
が
前
年
を
大
き
く
上
回
る

回
答
・
妥
結
状
況
に
あ
る
こ
と

な
ど
、
幅
広
く
意
見
を
交
わ
し

ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
各
地
域
協
議
会

協
力
の
も
と
、
新
潟
県
内
各
自

治
体
へ
要
請
行
動
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

６
月
25
日
に
厚
生
労
働
大
臣

か
ら
中
央
最
低
賃
金
審
議
会
へ

２
０
２
４
年
度
の
目
安
審
議
の

諮
問
が
な
さ
れ
、
７
月
下
旬
の

目
安
決
定
を
経
て
、
新
潟
県
に

お
い
て
も
最
低
賃
金
の
審
議
を

迎
え
ま
す
。
２
０
２
４
春
季
生

活
闘
争
の
流
れ
を
未
組
織
労
働

者
へ
波
及
さ
せ
る
た
め
に
も
、

真
摯
な
論
議
に
臨
み
ま
す
。

最低賃金審議に向けて
�各自治体へ協力を要請！

2024春季生活闘争

未解決組合への継続支援が必要不可欠
第74回地方委員会で春季生活闘争「中間まとめ」

　

６
月
28
日
、
新
潟
市
・
朱
鷺

メ
ッ
セ
で
第
74
回
地
方
委
員
会

を
開
催
し
、
地
方
委
員
・
役
員

の
合
計
96
人
が
出
席
。「
２
月

以
降
の
活
動
」
と
「
２
０
２
４

年
度
上
半
期
の
財
政
」
を
報
告

し
、「
後
半
年
度
の
活
動
」
を

含
め
た
４
つ
の
議
案
は
す
べ
て

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
小
林
会
長
は
、
令
和

６
年
能
登
半
島
地
震
で
の
組
合

員
の
対
応
に
感
謝
し
、
被
災
地

支
援
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
を

述
べ
る
と
と
も
に
、
春
季
生
活

闘
争
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

と
課
題
、
現
在
の
政
治
情
勢
に

触
れ
て
の
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。

　

春
季
生
活
闘
争
中
間
ま
と
め

�

（
第
２
号
議
案
）

　

連
合
新
潟
が
６
月
21
日
公
表

し
た
賃
上
げ
集
計
で
の
回
答
・

妥
結
結
果
は
、
加
重
平
均
１
万

２
２
０
３
円
、
４
・
40
％
（
１

２
３
組
合
３
万
９
１
０
人
）
と

な
り
、
連
合
新
潟
集
計
で
は
過

去
２
番
目
に
高
い
金
額
と
な
り

ま
し
た
が
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
額

も
同
様
に
、
３
０
０
人
未
満
の

中
小
組
合
と
全
体
と
の
差
の
広

が
り
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
で
も
集
計
回
を

重
ね
る
ご
と
に
中
小
組
合
の
回

答
・
妥
結
率
は
上
が
っ
て
お
り
、

労
使
の
理
解
と
粘
り
強
い
取
り

組
み
が
結
果
に
表
れ
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
「
労
務
費
も
含
め
た

適
切
な
価
格
転
嫁
」
に
、
連
合

新
潟
の
重
点
政
策
と
し
て
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

未
解
決
組
合
へ
の
支
援
を
最
後

ま
で
継
続
し
て
い
く
こ
と
は
も

と
よ
り
、
こ
の
賃
上
げ
の
流
れ

を
地
域
別
最
低
賃
金
の
引
き
上

げ
に
つ
な
げ
、
さ
ら
に
は
官
公

労
の
秋
の
確
定
闘
争
へ
つ
な
げ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

役
員
の
交
代

　

日
教
組
選
出
の
副
会
長 

白

川
裕
子
さ
ん
が
阿
部
真
理
さ
ん

へ
交
代
、
電
機
連
合
選
出
の
副

会
長 

山
崎
雅
彦
さ
ん
は
永
井

研
さ
ん
へ
交
代
、
日
教
組
選
出

の
執
行
委
員 

西
脇
直
美
さ
ん

は
鈴
木
宏
子
さ
ん
へ
の
交
代
が

承
認
さ
れ
、
第
３
号
議
案
で
山

崎
前
副
会
長
の
功
労
表
彰
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら

そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
の
都
合
で
、

退
任
の
方
々
の
ご
挨
拶
は
い
た

だ
け
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
引
き

続
き
の
ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し

ま
す
。

　

当
日
は
会
場
入
り
口
付
近
で
、

北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
被
害
者

の
早
期
救
出
を
求
め
る
パ
ネ
ル

展
・
署
名
運
動
と
、
部
落
解
放

新
潟
県
共
闘
会
議
に
よ
る
「
狭

山
事
件
の
再
審
を
求
め
る
署

名
」
運
動
を
行
い
ま
し
た
。
ご

協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

６
月
28
日
、
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ

ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
新
潟
で
、

牧
野
茂
夫
前
会
長
に
感
謝
し

激
励
す
る
会
を
、
出
身
の
Ｊ

Ｐ
労
組
と
の
共
催
で
開
催
し

ま
し
た
。
本
来
で
あ
れ
ば
昨

年
の
退
任
か
ら
時
間
を
空
け

ず
に
行
う
予
定
で
し
た
が
、

能
登
半
島
地
震
の
影
響
も
あ

り
、
半
年
遅
れ
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。

　

構
成
組
織
、
地
域
協
議
会

か
ら
の
参
加
も
合
わ
せ
、
会

場
に
は
総
勢
１
６
１
人
が
集

結
。
花
角
新
潟
県
知
事
、
千

葉
労
働
局
長
を
は
じ
め
と
し

て
多
く
の
来
賓
に
も
お
越
し

い
た
だ
き
、
代
表
の
方
の
ご

挨
拶
や
、
多
く
の
方
か
ら
の

激
励
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
牧
野
前
会

長
の
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
謝

辞
の
ス
ピ
ー
チ
か
ら
は
、
会

牧
野
前
会
長
に

　
　
「
感
謝
」
と
「
激
励
」

　

ま
た
今
期
の
地
方
委
員
・
特

別
地
方
委
員
の
女
性
比
率
は

27
・
84
％.

で
、
当
日
出
席
の
女

場
全
体
が
終
始
笑
い
声
に
包

ま
れ
、
激
励
す
る
と
い
う
よ

り
、
参
加
者
が
元
気
に
な
っ

た
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

牧
野
前
会
長
は
現
在
も
新

潟
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
の

理
事
長
や
新
潟
県
労
働
委
員

会
労
働
者
委
員
を
務
め
、
労

働
者
の
側
に
立
っ
た
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

　

今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍

を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

性
比
率
は
20
・
34
％
。「
連
合
新

潟
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
推
進
計
画

フ
ェ
ー
ズ
１
（
６
月
号
機
関
紙

参
照
）」
の
目
標
45
％
到
達
に

は
ま
だ
遠
い
道
の
り
で
す
。
各

組
織
で
も
女
性
参
画
率
の
確
認

を
お
願
い
し
ま
す
。



新潟ろうきん 検 索

期間中に他金融機関ローンの借換えを用途として
各種ローン（30万円以上）を新規ご契約いただいた方の中から

期間中に他金融機関ローンの借換えを用途として
各種ローン（30万円以上）を新規ご契約いただいた方の中から

2024年4月1日●　12月30日●月月

合
計370名様に当たる!

み　　　な　　　おし合
計370名様に当たる!

み　　　な　　　おし

合
計370名様に当たる!

み　　　な　　　おし

ダイソン
Dyson Pure
Hot+Cool Link™
空気清浄機能付
ファンヒーター
HP03 IS

北陸復興支援カタログギフト

10名様 C賞

※画像はイメージです。※商品ライン
アップに変更が生じる場合もござい
ますのでご了承ください。

〈さくらコース〉エコタイプ（封筒型）

B賞A賞

※賞品の画像は
　イメージであり、
　実際のものと
　異なる場合が
　あります。

　 今こそ〈ろうきん〉で
借換えだべぇ～

新潟ろうきん×ヤッターマン
オリジナルQUOカード
1,000円分 200名様

【抽選・当選発表】●抽選は前期・後期の2回に分けて行います。前期は4月～7月の契約者を対象に8月に、後期は8月～12月の契約者を対象に
2025年1月に行います。当選本数は、前期はA賞4本、B賞70本、C賞90本、後期はA賞6本、B賞90本、C賞110本とさせていただきます。●当選者
の発表は賞品の発送をもって代えさせていただきます。●前期分の賞品発送は8月～9月、後期分の賞品発送は2025年1月～2月の予定です。
※証書貸付につきましては、返済年数2年以上の契約が対象となります。※自己預金担保ローンは対象外とさせていただきます。※マイプラ
ン等の当座貸越商品は、期間中に借換えを用途として新規契約し30万円以上の借入実績がある契約が対象となります。※キャンペーンに
ついて詳しくは〈ろうきん〉へお問い合わせください。

詳しくはこちら

160名様

1524Z003

新潟推進本部
(新潟県総合⽣活協同組合 )

A5サイズ

「こくみん共済 coop」は営利を⽬的としない保障の⽣協として共済事業
を営み、相互扶助の精神にもとづき、組合員の皆さまの安⼼とゆとりあ
る暮らしに貢献することを⽬的としています。この趣旨に賛同いただき、
出資⾦を払い込んで居住地または勤務地の共済⽣協の組合員となること
で各種共済制度をご利⽤いただけます。

※寄付は、当会が⾃主的に実施するものであり、お⾒積もりをいただいた⽅に
ご負担いただくものではございません。

連　　　合　　　新　　　潟

赤谷集落から加治川治水
ダムに行く途中のトンネル

松長ジェンダー平等委員長から要請書を手交

講師の堂込麻紀子参議院議員

2024年７月15日 平成２年２月19日
第三種郵便物認可（ ） （毎月１回15日発行） (2)第401号

労働で悩んでいる人、あなたの周りにいませんか？　無料相談 0
フリーダイヤル

120-1
いこうよ

54-0
れんごうに

52（平日10:00～17:00）

　

今
年
も
暑
い

夏
に
な
る
そ
う

だ
。

　

熱
中
症
対
策

を
調
べ
て
み
た

ら
対
策
の
ひ
と

つ
に
、
暑
さ
に

負
け
な
い
体
づ
く
り
と
い
う
の

が
あ
っ
た
。
日
常
的
に
適
度
な

運
動
を
し
、
適
切
な
食
事
、
十

分
な
睡
眠
を
と
る
こ
と
だ
と
い

う
。
睡
眠
は
夜
更
か
し
し
な
け

れ
ば
ク
リ
ア
で
き
そ
う
だ
が
、

そ
の
他
は
ど
う
か
。
適
度
な
運

動
と
は
、
散
歩
程
度
の
軽
い
も

の
で
よ
く
、
適
切
な
食
事
と
は
、

脂
質
を
控
え
野
菜
を
中
心
に
し

た
食
事
だ
そ
う
だ
。

　

か
か
り
つ
け
の
内
科
医
に
い

つ
も
言
わ
れ
て
い
る
言
葉
そ
の

ま
ま
だ
っ
た
。 

（
ハ
ラ
ペ
コ
）

連
合
の
重
点
政
策
に
つ
い
て
議
論

「
第
33
回
女
性
集
会
」

を
開
催

北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
政
策
担
当
者
会
議

　

６
月
４
日
、
石
川
県
金
沢
市

で
、
２
０
２
４
年
度
の
連
合
北

陸
ブ
ロ
ッ
ク
政
策
担
当
者
会
議

が
開
催
さ
れ
、
連
合
新
潟
か
ら

政
策
委
員
長
を
含
む
３
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
主
要
議
題
の
一

つ
は
、「
２
０
２
４
年
度
連
合

の
重
点
政
策
」
で
、
こ
れ
は
連

合
が
組
合
員
の
意
見
や
要
望
を

と
り
ま
と
め
た
政
策
・
制
度
の

　

連
合
新
潟
女
性
委
員
会
は
、

６
月
22
日
に
「
第
33
回
女
性
集

会
」
を
開
催
し
、
各
構
成
組
織
、

地
域
協
議
会
か
ら
38
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

集
会
で
は
、
２
０
１
９
年
度

か
ら
連
合
新
潟
女
性
委
員
会
で

委
員
を
１
期
、
事
務
局
長
を
２

期
務
め
ら
れ
た
堂
込
麻
紀
子

（
ど
う
ご
み
ま
き
こ
）
参
議
院

議
員
か
ら
、
自
身
の
労
組
専
従

役
員
や
国
会
議
員
と
し
て
の
活

動
経
験
を
踏
ま
え
て
ジ
ェ
ン
ダ

ー
平
等
や
男
女
平
等
参
画
を
テ

新
潟
労
働
局
へ
の
要
請
行
動

平
和
集
会
in
沖
縄
に
参
加
し
て

「
沖
縄
か
ら
学
ぶ
平
和
へ
の
想
い
」

連
合
新
潟
副
会
長
　
阿
部 

真
理

　

６
月
14
日
、
連
合
新
潟
の
ジ

ェ
ン
ダ
ー
平
等
委
員
会
と
女
性

委
員
会
は
、
新
潟
労
働
局
雇
用

環
境
・
均
等
室
へ
の
要
請
行
動

と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

要
請
の
内
容
は
今
年
４
月
１

日
か
ら
「
困
難
な
問
題
を
抱
え

る
女
性
へ
の
支
援
に
関
す
る
法

律
」
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
を
う

け
、
Ｄ
Ｖ
や
不
安
定
雇
用
等
に

よ
り
生
活
に
困
窮
し
た
女
性
と

そ
の
家
族
へ
の
支
援
を
包
括
的

に
提
供
す
る
体
制
整
備
を
進
め

る
こ
と
、
そ
の
他
に
育
児
・
介

護
等
が
両
立
で
き
る
就
業
環
境

の
整
備
、
女
性
の
活
躍
と
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
で
多
様
性
を
認
め

合
う
社
会
の
実
現
に
関
す
る
こ

と
な
ど
、
全
８
項
目
を
要
請
し

ま
し
た
。

　

新
潟
労
働
局
雇
用
環
境
・
均

等
室
か
ら
は
、
要
請
項
目
を
真

摯
に
受
け
止
め
、
同
じ
認
識
の

も
と
、
労
働
局
と
し
て
も
取
り

組
み
を
進
め
て
い
く
旨
の
回
答

が
あ
り
ま
し
た
。

要
求
と
提
言
の
中
か
ら
、
重
点

政
策
を
抽
出
し
、
政
府
・
政
党

等
に
対
し
て
要
請
行
動
を
行
う

た
め
の
も
の
で
す
。
会
議
で
は
、

連
合
本
部
政
策
推
進
局
か
ら
本

部
の
考
え
に
つ
い
て
説
明
が
行

わ
れ
た
後
に
、
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。
地
方
連
合
会
の
各

担
当
者
か
ら
は
、
防
災
減
災
対

策
や
社
会
保
障
制
度
の
確
立
な

ど
の
様
々
な
分
野
に
関
わ
る
意

見
・
質
問
が
出
さ
れ
、
と
り
わ

け
、「
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全

体
で
生
み
出
し
た
付
加
価
値
の

適
正
な
分
配
」
の
実
現
に
む
け

た
労
務
費
を
含
め
た
価
格
転
嫁

に
つ
い
て
は
多
く
の
意
見
・
質

問
が
集
ま
り
、
関
心
の
高
さ
が

窺
え
ま
し
た
。
連
合
新
潟
政
策

委
員
会
で
は
、
２
０
２
５
年
度

新
潟
県
予
算
へ
の
施
策
要
望
の

検
討
を
行
う
た
め
、
ブ
ロ
ッ
ク

会
議
の
内
容
を
活
か
し
て
い
き

ま
す
。

2024年 連合地協「平和運動」一覧
地協名 日　時 イ ベ ン ト 名 実 施 場 所

下越地協 8月10日㈯
13：30～16：30

2024しばた
 平和のつどい

新発田市
生涯学習センター

新潟地協 ８月９日㈮
18：30～19：45

ピースキャンドル
 プロジェクト

佐渡島開発総合センター
 ・佐渡汽船両津港岸壁佐渡地協

県央地協 開催なし

中越地協

7月31日㈬
18：30～20：30 平和の森コンサート 平和の森公園

８月１日㈭
8：00～8：30 平和祈願祭 平和の森公園

８月１日㈭
9：00～9：40 長岡市平和祈念式典 アオーレ長岡

アリーナ
８月１日㈭
10：15～11：50

ながおか
 平和フォーラム

アオーレ長岡
アリーナ

柏崎地協 開催なし

上越地協 開催なし

ー
マ
に
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
堂
込
議
員
は
講
演
の
な
か

で
「
労
働
組
合
役
員
の
時
は
、

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
組
織

化
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
。

さ
ら
に
、
連
合
新
潟
女
性
委
員

会
で
は
、
産
別
の
垣
根
を
越
え

て
、
各
職
場
の
状
況
や
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
な
ど
に
関
す
る
課
題

を
共
有
し
、
活
動
の
視
野
が
広

が
っ
た
。
こ
の
経
験
が
糧
と
な

り
、
今
の
国
会
議
員
と
し
て
の

活
動
に
つ
な
が
っ
て
い
て
、
女

性
だ
か
ら
と
い
っ
て
遠
慮
は
な

く
、
相
手
を
尊
重
し
な
が
ら
国

会
で
も
発
言
を
し
て
い
る
」
と

話
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
後
に
グ
ル
ー
プ
で
行
っ

た
意
見
交
換
で
は
、「
家
庭
や

職
場
で
は
依
然
と
し
て
固
定
的

な
性
別
役
割
分
業
意
識
が
残
っ

て
い
る
が
、
時
代
は
徐
々
に
変

わ
り
つ
つ
あ
り
、
私
た
ち
が
今

で
き
る
こ
と
は
、
次
の
世
代
を

担
う
子
ど
も
達
に
対
し
て
、
し

っ
か
り
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に

つ
い
て
教
え
て
い
く
こ
と
で
は

な
い
か
」「
地
域
、
家
庭
、
職

場
の
そ
れ
ぞ
れ
の
と
こ
ろ
で
、

一
人
ひ
と
り
が
性
別
役
割
分
業

に
対
す
る
意
識
を
変
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
等
参
加

者
か
ら
声
が
挙
が
り
ま
し
た
。

　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
、
男
女
平

等
参
画
に
関
す
る
意
識
を
さ
ら

に
醸
成
さ
せ
、
誰
も
が
働
き
や

す
い
社
会
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

　

意
見
交
換
で
は
出
席
者
か
ら
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
や
男
女
平
等

参
画
に
関
し
て
、
現
場
で
起
き

て
い
る
事
例
な
ど
を
具
体
的
に

挙
げ
な
が
ら
、
要
請
項
目
の
実

現
を
強
く
訴
え
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
誰
も
が
自
ら
の
能

力
を
十
分
に
発
揮
し
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
に
む

け
た
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

　

６
月
23
日
、「
連
合
２
０
２

４
平
和
オ
キ
ナ
ワ
集
会
」
が
那

覇
文
化
芸
術
劇
場
な
は
ー
と
で

開
催
さ
れ
、
連
合
新
潟
か
ら
４

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
79
年
前

の
同
じ
日
、
軍
人
だ
け
で
な
く

一
般
の
沖
縄
県
民
を
も
巻
き
込

ん
で
20
万
人
以
上
も
戦
死
者
を

出
し
た
沖
縄
で
の
壮
絶
な
地
上

戦
が
終
結
し
ま
し
た
。
沖
縄
県

で
は
こ
の
日
を
、
沖
縄
戦
の
戦

没
者
を
追
悼
し
て
霊
を
慰
め
平

和
を
祈
る
日
「
慰
霊
の
日
」
と

し
て
条
例
に
定
め
て
お
り
、

「
沖
縄
全
戦
没
者
追
悼
式
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

集
会
の
第
１
部
で
は
、
沖
縄

国
際
大
学
の
前
泊
博
盛
教
授
が

「
再
考
・
日
米
地
位
協
定
」
と

題
し
て
、
日
米
地
位
協
定
の
歴

史
的
経
緯
や
問
題
点
に
つ
い
て

の
基
調
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

第
２
部
の
平
和
式
典
で
は
、
連

合
沖
縄
・
仲
宗
根
会
長
や
連
合
・

清
水
事
務
局
長
な
ど
か
ら
お
話

を
い
た
だ
き
、
ピ
ー
ス
フ
ラ
ッ

グ
が
広
島
へ
と
引
き
渡
さ
れ
ま

し
た
。

　

２
日
目
は
、
ピ
ー
ス
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
で
辺
野
古
基
地
建

設
現
場
、
チ
ビ
チ
リ
ガ
マ
や
嘉

数
高
台
を
巡
り
ま
し
た
。
辺
野

古
基
地
建
設
現
場
に
は
、
基
地

建
設
に
反
対
す
る
市
民
が
お
り
、

警
備
員
が
制
止
す
る
物
々
し
い

様
子
が
印
象
的
で
し
た
。
チ
ビ

チ
リ
ガ
マ
は
、
沖
縄
戦
で
多
く

の
一
般
住
民
が
犠
牲
に
な
っ
た

ガ
マ
で
す
。
実
際
に
現
地
に
行

か
な
け
れ
ば
、
沖
縄
の
現
状
や

地
元
住
民
の
思
い
は
感
じ
取
れ

な
い
と
思
い
ま
し
た
。
米
軍
基

地
か
ら
は
戦
闘
機
や
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
が
飛
び
立
ち
、
騒
音
が
ひ

っ
き
り
な
し
に
聞
こ
え
て
き
ま

す
。
今
回
の
平
和
行
動
を
通
し

て
、
沖
縄
だ
け
の
問
題
で
は
な

く
、
日
本
全
体
の
問
題
、
自
分

事
と
し
て
と
ら
え
行
動
す
る
こ

と
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

私の地
まち

域からこんにちは！
■ 新発田の隠れ名所 ■■■  下越地協 発  ■■■

　新発田市は、城下町として知られ、新発田城をは
じめ、街の各所に観光地が点在している。
　そんな中で今回ご紹介したいのは、新発田の隠れ
名所です。新発田の「赤

あか

谷
たに

」という地域をご存知で
しょうか？阿賀町と接する新発田の山間地域にあた
ります。昔は鉱山で栄えたその地域に旧国鉄赤谷線
跡があり、途中のトンネルが「古代神殿の回廊のよ
うな写真が撮れる」と知る人ぞ知る名所になってい
るのです。途中渡る鉄橋からの渓谷の景色もとても
美しく、終点の加治川治水ダムからは飯豊連峰の景
色も望めます。数年前トンネルがSNS上でバズって

から、知る人が増えました
が、この道のりは私の大好
きな場所なので、有名にな
って欲しい反面、静かな隠
れ名所のままを望む自分が
います。そして赤谷へ行っ
たら帰りには赤谷ヒュッゲ
やミントというお店でゆっ
くりくつろぐ…。忙しい日
常からしばし離れて至福の
時間です。

※今号から各地域協議会からの情報を発信していきます。
 お楽しみに！

①


